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報告第６号 

所 管 事 務 調 査 報 告 書 

              令和６年１２月１０日 

 

洞爺湖町議会議長 大 西   智 様 

 

経 済 常 任 委 員 会 

委員長 石 川 邦 子 

 

本委員会は、所管事務調査のため、次のとおり委員会を開催したので、その

結果を報告します。 

記 

 

○所管事務調査その１ 

 

１ 調査事項  ＪＡとうや湖の現況と課題について 

２ 調 査 日  令和６年１１月２１日（木） 

３ 出席委員  石川邦子委員長、大屋副委員長、千葉委員、今野委員 

        石川諭委員、板垣委員 

４ 説明員等  髙井代表理事組合長、木村理事参事、斉藤営農販売部長、 

黄金崎農産青果第１課長兼クリーン農業推進課長、 

大沼農産青果第２課長、山本農産青果第３課長、 

遠藤農業振興課長 

佐野洞爺総合支所長、片岸副支所長、 

農業振興課 村上課長補佐 

５ 調査結果 

令和５年度のＪＡとうや湖の全体販売高における洞爺湖町の取扱高は、青果

指導販売課で１４億６，８５８万円、農産指導販売課で３億３，２７３万円、

畜産指導販売課で３億４，２６０万円、全体で２１億４，３９１万円、前年度

と比較し２億８,４６９万円の減となっています。 

その減の要因としては、高温多湿の影響、品質低下や病害虫の多発、ビート

の低糖、小豆の二次成長の影響などが上げられています。また、畜産部門にお

いても暑さによる乳量の減少や飼料高騰など大変厳しい状況となっています。 

令和６年１０月末現在では、夜温と湿度が低かったことなどから、前年度に

比べ病害虫の発生が低い傾向でした。また、一部では収量・品質の低下が見受

けられたものの、価格、収入面では安定し良い面もありましたが、依然として
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経費の高止まりが続いております。畜産部門では、昨年度と比較すると黒毛和

牛の平均価格は前年を下回っていますが、評価は高く市場平均価格を上回って

います。乳牛においては、昨年の高温の影響により乳量が前年を下回っている

状況となっているところです。 

 地球温暖化等の影響に伴う高温等の異常気象などの今後の対策については、

新たな輪作作物として小麦への転換及び大豆の作付けの検討を行っておりま

す。その中で小麦乾燥施設の整備が必要不可欠であり、その導入にあたり町の

支援が必要と思われます。 

また、町全体の農家戸数について、合併時と比べ高齢化等の影響により戸数

が激減していることから、その対策として本年度より農協自らが農業経営を実

施し、若手職員プロジェクトにより、サツマイモの作付けから収穫までを行な

い、また、外国人労働者の通年での雇用対策として、サツマイモの選別や育苗

作業を計画し労働力の確保対策を行っております。 

 さらに、現在 5 ヶ年の農業振興計画の見直しに当たり、畜産対策についても、

飼料高騰対策、労働者確保対策、和牛ヘルパー制度の創設及びＴＭＲセンター

（牛の給食センター）の導入なども合わせて検討し、これら計画に伴う対策等

の町の積極的な支援も必要と考えます。 

 

 

○所管事務調査その２ 

 

１ 調査事項  ＮＰＯ法人洞爺まちづくり観光協会の現況と課題について 

２ 調 査 日  令和６年１１月２１日（木） 

３ 出席委員  石川邦子委員長、大屋副委員長、千葉委員、今野委員 

石川諭委員、板垣委員 

４ 説明員等  京谷会長、田中理事、大石店長、星川主任、成田事務員 

佐野洞爺総合支所長、地域振興課 後藤課長 

５ 調査結果 

  ＮＰＯ法人洞爺まちづくり観光協会(水の駅)の所管事務調査において、入

館者数の現況の報告、販売売上の状況、事業収支状況等の説明を受け、前年

度と比較すると、入館者については１，５００人程度の減、販売等の収益は

２，２１５千円の減、事業収支も赤字の見込みとなるなど、全体的に伸び悩

んでいる状況となっています。それらの販売事業や事業活動の減となった要

因について、水の駅に来られる来館者は米の購入を求める方が多く、昨年の

お米の販売は５月で完売し、さらにお米の流通上の問題や在庫の確保ができ

ない状況となったことが大きな要因であるとの報告を受けました。 

  協会が抱える課題としては、調査時点において事務局長が不在となってお
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り、人材の確保に向けて鋭意努力しているものの、不在の状況が長引いてい

ること、さらに協会の業績の低迷から低賃金であることなどが課題として上

げられており、従業員の人材確保にも苦慮しているとの報告がありました。 

  また、協会からの要望事項につきましては、駐車場の増設や駐車場内の白

線の線引き・施設内の絨毯の取り替え・外壁等の老朽化に伴う修繕や改修要

望などがあったところです。 

  なお、これらの課題と要望につきましては、新たな農産物出品者の新規会

員の増を目指す新規勧誘の取り組みや、各種事業の見直しなど、協会内での

自助努力も必要な部分が多く見受けられるところでありますが、町と協会が

お互いに情報交換等を行ないながら、積極的な支援や助成も含め引き続き検

討していただきたい。 

 

 


